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静
岡
ま
つ
り
は
、４
０
０
年
と
い
う
伝
統
あ
る
浅
間
神

社
の「
廿
日
会
祭
」に
呼
応
し
て
昭
和
32
年
か
ら
始

ま
っ
た
市
民
の
ま
つ
り
で
す
。

「
こ
こ
駿
府
で
徳
川
家
康
公
が
家
臣
を
連
れ
て
花
見

を
し
た
」と
い
う
故
事
に
ち
な
み
、「
大
御
所
花
見
行

列
」を
メ
イ
ン
に
、桜
の
咲
く
こ
ろ
の
ま
つ
り
と
し
て
市

民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

静
岡
ま
つ
り
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長  

久
保
田

　隆

　
今
年
、静
岡
ま
つ
り
は
70
回
を
迎
え
ま
す
。今
年
の

テ
ー
マ
は
復
活
す
る
駿
府
城
で
す
。

　
徳
川
家
康
公
が
残
し
た
全
国
で
も
稀
に
見
る
巨
大

な
駿
府
城
。そ
の
姿
を
最
新
技
術
の
V
R
で
再
現
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん

で
い
ま
す
。4
月
3
日
の
前
夜
ま
つ
り
に
そ
の
予
告
編
を
初
上
映
い
た
し
ま
す
。

　
つい
に
幻
の
駿
府
城
の
復
活
で
す
。

　
そ
の
駿
府
城
を
舞
台
に
、最
高
の
桜
の
時
期
に
素
晴
ら
し
い
祭
り
を
展
開
い

た
し
ま
す
。静
岡
が
日
本
の
首
都
で
あ
っ
た
大
御
所
時
代
を
再
現
す
る
こ
の
祭

り
を
、是
非
皆
様
で
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

　
浅
間
神
社
の
廿
日
会
祭
も
4
月
1
日
か
ら
４
月
５
日
。静
岡
ま
つ
り
も
4
月

3
日
か
ら
5
日
の
完
全
同
時
開
催
で
、静
岡
中
が
祭
り
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
溢
れ
る
夜
桜
乱
舞
、大
御
所
も
ご
覧
に
な
っ
た
手
筒
花
火
や
鉄

砲
隊
、大
演
舞
場
で
の
様
々
な
催
し
　
花
魁
道
中
、太
鼓
演
奏
、市
民
や
葵
遣

朝
鮮
通
信
使
が
参
加
す
る
登
城
行
列
、音
楽
パ
レ
ー
ド
な
ど
見
ど
こ
ろ
満
載
。

　
そ
し
て
な
に
よ
り
も
素
晴
ら
し
く
咲
き
誇
る
駿
府
城
の
桜
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

　
是
非
、皆
様
の
笑
顔
に
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
、実
行
委
員
会
全
員
で
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

静
岡
ま
つ
り
振
興
会

会
長  

中
村

　直
保

　
静
岡
ま
つ
り
の
開
催
に
あ
た
り
、今
年
も
市
民
の
皆

さ
ま
か
ら
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
静
岡
ま
つ
り
は
今
年
70
回
を
迎
え
ま
し
た
。「
市
民
の
お
祭
り
」と
し
て
、地

元
静
岡
の
皆
さ
ま
に
愛
情
を
も
っ
て
育
て
て
い
た
だ
き
、記
念
の
年
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
こ
と
は
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。重
ね
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
年
の
静
岡
ま
つ
り
は
あ
り
し
日
の
駿
府
城
に
思
い
を
は
せ
つつ
、豪
華
絢
爛

な「
大
御
所
花
見
行
列
」、多
く
の
市
民
が
参
加
す
る「
登
城
行
列
」や「
夜
桜

乱
舞
」な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。「
大
御
所
花
見
行
列
」で
は
記
念
の
年

に
合
わ
せ
て
新
た
な
衣
装
も
お
目
見
え
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、華
や
か
さ

が
増
す
こ
と
と
思
い
ま
す
。ま
た
今
年
は
長
い
伝
統
を
誇
る
浅
間
神
社
廿
日

会
祭
と
も
日
程
が
重
な
り
、さ
ら
に
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
つ
り
と
な
る
こ
と
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
と
も
静
岡
の
春
を
彩
る
こ
の
ま
つ
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、80
回
、90

回
へ
と
向
か
う
静
岡
ま
つ
り
を
後
押
し
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
って
お
り
ま
す
。

静
岡
ま
つ
り
の

静
岡
ま
つ
り
の
由由
来来おまつりの情報やお問い合わせ 静岡まつり実行委員会事務局

（10:00～17：00）☎ 054-221-0182
静岡市コールセンター
（平日8:00～20：00、土日祝8:00～17:00）☎ 054-200-4894https://www.shizuokamatsuri.com

5
つ
の
物
語

静
岡
ま
つ
り
を
構
成
す
る

◆
第
一
章

◆
第
二
章

◆
第
三
章

◆
第
四
章

◆
第
五
章

大
御
所
に
仕
え
る
家
臣
団
結
成
の
儀

「
前
夜
ま
つ
り
」

大
御
所
の
呼
び
か
け
に
応
え
て

駿
府
城
を
目
指
す

「
駿
府
登
城
行
列
」

大
御
所
と
と
も
に
花
見
に
出
か
け
る

「
大
御
所
花
見
行
列
」

花
見
の
宴
を
盛
り
上
げ
る

「
夜
桜
乱
舞・城
下
さ
く
ら
踊
り
」

天
下
に
戦
国
時
代
の
終
焉
を
告
げ
る

「
大
御
所
観
覧
手
筒
花
火
」

静
岡
市
長

難
波

　喬
司

　
春
爛
漫
の
候
、
静
岡
の
街
に
春
の
訪
れ
を

告
げ
る
静
岡
ま
つ
り
は
、今
年
で
記
念
す
べ

き
第
70
回
を
迎
え
ま
す
。

　
第
40
回
か
ら
、”見
る“
か
ら
”参
加
す
る“
市

民
参
加
型
の
お
祭
り
と
し
て
進
化
を
遂
げ
、

見
ど
こ
ろ
で
あ
る
「
大
御
所
花
見
行
列
」
の
ほ

か
、「
駿
府
登
城
行
列
」
や
「
夜
桜
乱
舞
・
城

下
さ
く
ら
踊
り
」、「
大
御
所
観
覧
手
筒
花
火
」

な
ど
絢
爛
豪
華
な
時
代
絵
巻
を
お
楽
し
み
い
た

だ
け
ま
す
。
ご
来
場
さ
れ
る
皆
様
に
は
、
駿

府
大
御
所
時
代
絵
巻
の
雰
囲
気
を
大
い
に
ご
堪

能
い
た
だ
き
、
春
を
彩
る
静
岡
市
の一
大
行
事

に
華
を
添
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
、
駿
府
城
の
平
面
配
置
を
詳
細
に
描

い
た
「
伝
酒
井
家
旧
蔵
　
駿
府
御
城
内
絵
図
」

が
新
た
に
確
認
さ
れ
、
静
岡
市
歴
史
博
物
館

に
収
蔵
・
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
、
謎
に

包
ま
れ
て
い
る
天
守
に
つい
て
知
る
手
掛
か
り
と

な
る
絵
図
で
あ
り
、
今
後
公
開
予
定
の
駿
府

城
V
R
映
像
と
と
も
に
、
全
国
か
ら
注
目
が

集
ま
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
企
画
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
実
行
委
員
会
の
皆
様
や
、
多
大
な
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
市
民
の
皆
様
を
は

じ
め
、
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
、ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
挨
拶

12



4 /5日4 /5日4 /4 土4 /4 土4 /3 金4 /3 金

青
葉
会
場

追
手
町
会
場
他

駿
府
城
会
場

駿府登城行列

音楽パレード

大御所花見行列

総踊り夜桜乱舞

駿府子ども城下町

子ども屋台処

駿府 葵の市

おだっくい屋台処

シン・玉川座

70回記念事業

はしごのり

花魁道中

演目

出発式

拝謁の儀

前夜まつり

※詳細は各ページをご覧ください
※スケジュールは予告なく変更する場合がありますのでご了承ください
※詳細は各ページをご覧ください
※スケジュールは予告なく変更する場合がありますのでご了承ください

1312 14 15 16 18時 12時 15時 18時 12時 15時 18時9時 1017 19 20 11 13 14 16 17 10 11 13 14 16 1719 20 19 209時

P7

P7

P7

P7

P8

P9

P9

大御所観覧手筒花火

火縄銃演武

駿府小町茶屋

子ども夢広場

本陣案内処

和太鼓演奏

駿府屋台村

P13

P11

P11

P11

P11

P11

P14

P15

P17

静岡まつりスケジュール静岡まつりスケジュール

駿
府
大
演
舞
場

駿
府
城
下
町

10：00～17：00 10：00～17：0013：00～17：00

11:00～出発 ※雨天時は5日

ページ
時間

P7

P7

P10

P8

P8

P10

P10

12：30～15：30 10：30～16：00

15：00～ ※雨天中止 15：00～ ※雨天中止

18：45～ 18：45～

10：00～18：00 10：00～18：00

10：00～17：00 10：00～17：00

10：00～20：00 10：00～20：00

10：00～20：30 10：00～20：3013：00～16：00 18：00～20：30

11：30～ 13：30～① ② 11：30～ 13：30～① ②

13：10～
※雨天時は5日

14：20～

19：00～20：30

18：00～

※雨天中止14：05～ ※雨天中止14：10～

13：00～20：45 10：00～20：4510：00～20：45

13：00～20：45 10：00～20：4510：00～20：45

13：00～20：45 10：00～20：45 10：00～20：45

13：00～20：45 10：00～20：45 10：00～20：45

12：30～11：00～
（札ノ辻石碑前）

～19：5017：00 14：20～15：50 ※雨天中止

10：00～17：0014：30～ 17：00

14：15～出発 ※雨天中止 15：15～出発 ※雨天中止

4 3



中央体育館

市
民
文
化
会
館

巽櫓

内掘

中掘

西門

北門

茶室

休憩所

二の丸橋・南門

紅葉山庭園

富士見芝生広場

児童公園

沈床園

県庁

駿府屋台村2

坤櫓

駿府城天守台
発掘調査

駿府大演舞場1

4 東御門

期間中、会場内での
小型無人機（ドローン等）の
飛行、進入、撮影は
禁止しています。
ご理解・ご協力を
お願いします。

案内処

マナーを守って
吸いましょう。

喫煙処

ゴミの分別にご協力
お願いします。

ゴミ
ステーション

事故防止のため、
静岡まつり開催中
は、駿府城公園内
への自転車進入は
ご遠慮ください。

駿
府
城
の
春
を
江
戸
時
代
に
染
め
て

家康公像

駿府城下町3

JAFJAF
行政ブース行政ブース行政ブース

子ども夢広場5

太鼓会場太鼓会場

太鼓会場太鼓会場

案内板案内板

火縄銃・手筒花火7
PMPM

駿府小町茶屋6

灯ろう

葵舟発着所

デザイン協力：静岡デザイン専門学校

葵舟に関する問合せ
TOKAIケーブルネットワーク
TEL:0120-152-881
［受付時間］ 9:30～18:00

I Love しずおか協議会
クリーンキャンペーン

しずおか
おまちマルシェ

～ おまちをキレイにし隊 ～
二の丸御門跡広場

静岡市歴史博物館・大型バス駐車場を
臨時駐輪スペースにしています。

JTJT

JTJT

●商い処●評定処●救護所

●おむつ交換所●授乳所●迷子預り所

本陣案内処
8

来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
つ
り
開
催
中
の
静
岡
ま
つ
り
会
場

で
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

方
に
は
、抽
選
で
素
敵
な
景
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
！

PMPM

駿
府
城
会
場

実施場所

●
駿
府
城
公
園

 

　本
陣
案
内
処

●
青
葉
会
場

 

　案
内
処

厠
身障者用のトイレが
設置してあります。

駐輪場

自転車は所定の場所へ
駐輪してください。

WARNING
NO DRONE ZONE

6 5



大
御
所
役
は
勝
俣
州
和
さ
ん
。大
御
所
様

の
号
令
の
下
、花
見
行
列
が
出
発
し
ま
す
。

花
見
の
宴
に
招

か
れ
た
駿
府
の

町
民
が
、献
上

品
を
も
って
駿
府

城
公
園
に
到
着
。

大
御
所
様
に
、

名
産
品
を
献
上

し
ま
す
。
趣
向

を
凝
ら
し
た
献

上
方
法
の
演
技

を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

静
岡
太
鼓
連

盟
に
は
、和
太

鼓
が
大
好
き

な
団
体
が
、老

若
男
女
問
わ

ず
集
ま
っ
て
い

ま
す
。日
頃
は
、

地
域
の
祭
り

や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
参
加
し
、和
太
鼓
文
化
の
普
及
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
つ
り
当
日
は
、日

頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。迫

力
あ
る
和
太
鼓
演
奏
を
お
楽
し
み
に
！

（
出
演
：
静
岡
太
鼓
連
盟
ほ
か
）

駿府大演舞場演目駿府大演舞場演目

団体名
東海書道会琳絢菊奴娘
   Heart 2 heart

SYD（夜桜デモンストレーター）
殺陣集団壱ノ陣

お直流舞踊銭太鼓保存会
しずおか羽衣謡隊

拝謁の儀

葵遣いと朝鮮通信使の歓迎式
藤枝呂宇津

雅楽愛好者衆千里
全日本竹の子連盟 静岡支部 チーム竹和舞

澤田会
静岡雅楽会
民謡宝華会

和装侍系音楽集団MYST．
Maples★

篠笛アンサンブル　フラウタ
「劇場」
静岡太鼓連盟

10:00
10:30
11:00
11:30
12:00
12:30

13:10

14:00
14:30
15:00
15:30
16:00
16:30
17:00
17:30
18:00
18:30
19:00
19:30

ジャンル
書道パフォーマンス
JAZZ・JAZZ HIPHOP

踊り
殺陣・剣舞
舞踊銭太鼓
謡曲披露

よさこい鳴子踊り
雅楽

竹の子族ダンス
津軽三味線
雅楽
三味線
ロック
チアダンス

 民謡・唱歌・ポップス
みんなの大演舞
和太鼓演奏

団体名
「劇場」

静岡市議会太鼓サークル「葵陣太鼓」
ガルスジャズオーケストラ

BOMBGAM
チーム銀ぶら
静岡小政連

「劇場」

出発式

静岡市阿波踊り協会　静岡連
ファンキーキャッツジャズオーケストラ
fishbowl SUPER LIVE2026
Dance Club CuddlyXX

「劇場」
apoa Dance Company

TSUMUGU ART PROJECT
オレンチェ

ONE Daydream
静岡太鼓連盟

10:00
10:30
11:00
11:30
12:00
12:30

13:00

14:20

15:00
15:30
16:00
16:30
17:00
17:30
18:00
18:30
19:00
19:30

ジャンル
みんなの大演舞
太鼓演奏

ビックバンドジャズ
HIPHOPダンス
ダンス・歌等
阿波踊り

みんなの大演舞

阿波踊り
ジャズ

歌唱・ダンス
ダンスパフォーマンス   
みんなの大演舞

ダンス
歌・ダンス ミュージカル
昭和歌謡とオリジナル
テーマパークダンス
和太鼓演奏

4月4日（土）4月4日（土） 4月5日（日）4月5日（日）

静
岡
ま
つ
り
前
夜
ま
つ
り
は
大
御
所
に

仕
え
る
家
臣
団
結
成
の
儀
を
表
す
物
語

の
第
一
章
で
す
。

夜
桜
音
遊
祭
で
は
、
満
開
の
夜
桜
の
も

と
、
多
く
の
人
び
と
と
と
も
に
心
弾
む

ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
い
た
だ
け
ま
す
。

さ
ら
に
今
年
は
、
画
家
の
神
子
柴
洸
太

<
K
o
t
a 

M
i
k
o
s
h
i
b
a
>

氏
と
子
ど
も
達
が

力
を
合
わ
せ
、
1

枚
の
大
き
な
キ
ャ

ン
バ
ス
に
富
士
山

と
鷹
、
そ
し
て
駿

府
城
を
描
き
上
げ

る
ラ
イ
ブ
ア
ー
ト

型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
開
催
し
ま
す
。

今
も
昔
も
、ま
つ
り
に
ゃ
お
だ
っ
く
い
！

駿
府
大
演
舞
場
14

月
3
日（
金
）

駿
府
大
演
舞
場
に
て
開
催

　19
時
〜
夜
桜
音
遊
祭

駿
府
大
演
舞
場
付
近
に
て
開
催

お
え
か
き
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

  

〜
未
来
へ
羽
ば
た
く
、キ
ッ
ズ
ラ
イ
ブ
ア
ー
ト
!!
〜

　13
時
〜
17
時

　参
加
費
無
料

前
夜
ま
つ
り（
雨
天
決
行
）

4
月
3
日（
金
）18
時
〜
19
時

駿
府
大
演
舞
場
に
て
開
催

70
回
記
念
事
業

静
岡
ま
つ
り
の
総
合
案
内
所
で
す
。迷

子
預
か
り
所
、授
乳
所
、救
護
所
が
あ
り

ま
す
。本
陣
案
内
処
で
は
、静
岡
ま
つ
り

の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
グ
ッ
ズ
販
売
も
行
っ
て
い

ま
す
。ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル・L
E
D
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー・ト
ー
ト
バ
ッ
グ
な
ど
、ま
つ
り
の

来
場
記
念
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

4
月
4
日（
土
）13
時
10
分
〜

※
雨
天
の
場
合
は
4
月
5
日（
日
）

拝
謁
の
儀

4
月
5
日（
日
）14
時
20
分
〜

駿
府
大
演
舞
場
に
て
開
催

出
発
式

4
月
4
日（
土
）14
時
30
分
〜
17
時

4
月
5
日（
日
）10
時
〜
17
時

駿
府
城
会
場
内
各
所

和
太
鼓
演
奏

4
月
3
日（
金
）13
時
〜
20
時
45
分

4
月
4
日（
土
）10
時
〜
20
時
45
分

4
月
5
日（
日
）10
時
〜
20
時
45
分

江
戸
時
代
風
の
仲
見
世
通
り
に
、50
前

後
の
屋
台
が
軒
を
連
ね
ま
す
。大
演
舞

場
で
の
催
し
物
を
見
な
が
ら
、ま
つ
り
の

雰
囲
気
を
存
分
に
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

4
月
3
日（
金
）
 
13
時
〜
20
時
45
分

4
月
4
日（
土
）・5
日（
日
）

 

10
時
〜
20
時
45
分

大
御
所
花
見
行
列
の
大
御
所
、御

台
所
、上
臈
の
衣
装
が
華
や
か
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、新
衣
装
の
お
披
露

目
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、『
幻
の
駿
府
城

　復
活
』と

題
し
て
、駿
府
城
V
R
の
予
告
編

を
初
公
開
し
ま
す
。

（
V
R
予
告
編 

初
公
開
）

幻
の
駿
府
城 

復
活

4
月
4
日（
土
）13
時
頃

4
月
5
日（
日
）14
時
頃

駿
府
城
公
園
内

　大
演
舞
場

屋
外
上
映
の
ほ
か
、

室
内
で
の
上
映
も
行
い
ま
す
。

4
月
4
日（
土
）〜
5
日（
日
）

　11
時
〜
17
時 （
予
定
）

静
岡
市
歴
史
博
物
館

市
民
活
動
ス
ペ
ー
ス

2

駿
府
屋
台
村

8

本
陣
案
内
処

子
ど
も
夢
広
場
5
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■
演
武
内
容

立
放
し
、腰
放
し
、中
放
し（
両
膝
立
ち
）、

片
膝
放
し
、膝
台
放
し
、居
放
し（
正
座
）の

６
種
類
の
高
低
差
を

付
け
た
射
撃
姿
勢
を

基
本
に
、射
手
の
並
び

方
、玉
込
め（
火
薬
の

充
填
）姿
勢
、射
撃
方

法（一斉
射
ち
、釣
瓶
射

ち
）、射
撃
テ
ン
ポ
等

を
変
え
た
実
演
を
行

い
ま
す
。

4
月
4
日（
土
）・5
日（
日
）

11
時
30
分
〜
16
時

花
魁
道
中
は
、美
し
く
着
飾
っ
た
太
夫（
花

魁
）が
、三
枚
歯
の
高
下
駄
で
内
八
文
字
を

踏
み
な
が
ら
大
勢
の
取
り
巻
き
を
引
き
連

れ
て
、花
魁
専
用
の
道
具
・
用
具
を
運
び
な

が
ら
ゆ
っ
く
り
進
む
行
列
で
す
。

花
魁
の
衣
装
は
鬘（
か
つ
ら
）・
簪（
か
ん
ざ

し
）・
帯
・
着
物
を
合
わ
せ
て
重
さ
30
キ
ロ
ほ

ど
に
な
り
ま
す
。

行
列
は
7
名
か
ら
12
名
ほ
ど
で
組
ま
れ
て
い

た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

静
岡
ま
つ
り
で
は
、提
灯
持
ち・禿（
か
む
ろ・

花
魁
の
見
習
い
の
稚
児
）2
名・振
袖
新
造・

花
魁
・
肩
貸
し
・
傘
持
ち
の
7
名
に
よ
り
絢

爛
豪
華
な
花
魁
道
中
が
、駿
府
城
下
町
を
ゆ

る
〜
り
ゆ
る
り
と
練
り
歩
き
ま
す
。

今
年
は
特
別
企
画
と
し
て
、歴
代
の
花
魁
・

振
袖
新
造・禿
役
が
登
場
し
ま
す

道
中
の
先
導
を
4
月
4
日
は
静
岡
木
遣
保

存
会
東
嘉
会 

府
中
青
葉
木
遣
会
が
花
を
添

え
て
く
れ
ま
す
。

4
月
4
日（
土
）・5
日（
日
）

①
11
時
30
分
〜 

・ 

②
13
時
30
分
〜

花
魁
道
中

駿
府
小
町
茶
屋
6

駿
府
城
の
中
で
日
本
を
代
表
す
る
伝
統
文

化
を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

桜
の
花
を
愛
で
な
が
ら
、凛
と
し
た
茶
の
湯

の
世
界
と
和
菓
子
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

茶
道
を
子
ど
も
た
ち
が
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
で
お
も
て
な
し
し
ま
す
。今
年
も
ご

自
身
で
お
茶
を
点
て
る
体
験
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
す
。

抹茶  和菓子   700円
体験茶席  抹茶  和菓子付  1,000円　（12時30分～15時30分）
協力：（一社）茶道裏千家　淡交会　静岡支部

茶道の世界を是非、お楽しみ下さい。

静
岡
県
鳶
工
業
連
合
会
島
田・静
岡
支
部
が

伝
統
文
化
の
は
し
ご
の
り
を
披
露
し
ま
す
。

高
さ
6.
5
メ
ー
ト
ル
の
は
し
ご
の
上
に
み

な
さ
ん
注
目
で
す
！

練
習
を
重
ね
、高
さ
を
恐
れ
ず
に
繰
り
出
さ

れ
る
華
麗
な
技
に
拍
手
喝
采
を
。

4
月
5
日（
日
）

●
札
ノ
辻
石
碑
前
　11
時
〜

●
駿
府
城
公
園
内
駿
府
城
下
町
　12
時
30
分
〜

は
し
ご
の
り

駿
府
城
下
町

4
月
4
日（
土
）・5
日（
日
）15
時
〜

（
雨
天
中
止
）

火
縄
銃
演
武

駿
府
鉄
砲
衆

村
田
ボ
ー
リ
ン
グ
技
研（
株
）プ
レ
ゼ
ン
ツ

7

3

火
縄
銃
演
武
は
、規
律
正
し
い
動
作
と
テ
ン

ポ
の
良
さ
、小
気
味
よ
い
テ
ン
ポ
で
音（
銃

声
）だ
け
で
も
十
分
楽
し
め
る
演
武
で
す
。

揃
い
の
赤
の
陣
羽
織
を
羽
織
り
、鉄
砲
を
担

ぎ
演
武
す
る
姿
は
、大
御
所
時
代
に
駿
府
城

を
守
っ
た
鉄
砲
隊
を
彷
彿
さ
せ
ま
す
。

4
月
4
日（
土
）・5
日（
日
）18
時
45
分
〜

大
御
所
観
覧

手
筒
花
火

今
年
の
手
筒
花
火
の
開
催
日

７
／
18 

万
世
橋
手
筒
花
火
祭
り
／
巴
川
万
世
橋

８
／
１ 

服
織
西
学
区
夏
ま
つ
り
納
涼
大
会
／
宮
前
広
場

８
／
14 

郷
島
煙
火
大
会
／
安
倍
川
郷
島
河
川
敷

８
／
15 

長
尾
川
花
火
大
会
／
長
尾
川
せ
せ
ら
ぎ
広
場 7

子
ど
も
木
遣
り
の
披
露

4
月
4
日（
土
）13
時
〜
13
時
20
分

駿
府
城
会
場
内
駿
府
城
下
町

静
岡
木
遣
り

の
伝
統
を
受

け
継
ぐ
葵
小

学
校
の
子
ど

も
た
ち
が
、木

遣
り
を
披
露

し
ま
す
。明
る

く
元
気
な
歌

声
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

慶
長
18
年
駿
府
城
に
て
、日
本
で
初
め
て
花

火
を
観
た
家
康
公
。戦
国
時
代
を
終
わ
ら
せ
、

火
薬
を
平
和
利
用
の
方
法
と
し
て
家
康
公

が
花
火
を
推
薦
し
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

天
を
焦
が
す
火
柱
と
、大
地
を
揺
る
が
す
轟

音
。静
岡
市
内
で
手
筒
花
火
を
継
承
す
る
煙

火
保
存
会
が
登
場
し
ま
す
。

自
作
花
火
に
命
を
か
け
る
煙
火
衆
が
夜
桜

と
と
も
に
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

花
火
が
好
き
で
、ヤ
ケ
ド
も
恐
れ
な
い
煙
火

衆
の
粋
な
姿
に
ご
注
目
！

家
康
公
が
観
た
勇
壮
な
花
火
を
皆
さ
ん一緒

に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

4
月
4
日（
土
）・5
日（
日
）

10
時
〜
16
時（
最
終
受
付
15
時
）

変
身
処

時
代
衣
装
に
着
替
え
て
、春
の

散
歩
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

中学生以上  ２時間1000円～3000円
　　　　　　　　　　　（着付け含）
小学生以下  1時間1000円

駿
府
城
公
園
は
江
戸
模
様
。

駿
府
城
公
園
は
江
戸
模
様
。

出演
4
日
：
郷
島・奥
大
井・一色・柿
田
川

5
日
：
長
尾
川・巴
川

の
各
煙
火
保
存
会
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4
月
3
日（
金
）13
時
〜
17
時

4
月
4
日（
土
）・
5
日（
日
）10
時
〜
17
時

駿
府
子
ど
も
城
下
町

写
真
映
え
ス
ポ
ッ
ト

11

駿
府
の
町（
静
岡
）が

　
　
　
　
　伝
え
る
物
語

〜
何
で
も
あ
り
の

　
ま
つ
り
を
楽
し
む
飲
食
エ
リ
ア
〜

〜
静
岡
に
お
け
る
劇
場
文
化
・

　
　
　
　
映
画
文
化
の
始
ま
り
〜

〜
親
子
で
楽
し
む

　
　
ま
つ
り
伝
統
文
化
と
縁
日
〜

青
葉
会
場
で
は
、
大
御
所
時
代
だ
け
で
は
な
く
、
現
代
ま
で
の
静
岡
市
に
伝
わ
り

積
み
重
ね
ら
れ
た
静
岡
の
文
化
を
体
験
す
る
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。

4
月
5
日（
日
）

4
月
5
日（
日
）

シン・玉川座演目シン・玉川座演目

4
月
4
日（
土
）

4
月
4
日（
土
）

駿府子ども瓦版屋＋竹千代くんの秘密

Dear♡Rabbit

青葉miuzic Entertainmentステージ

駿府まつり塾

夜桜乱舞デモ（SYD）

ストリート・バスケ

ゆるキャラ大集合！

茶娘踊り（かなや茶娘踊り隊）

XLAMP 和ロックステージ

LIVE（いわさきまな）

アコースティックライブ（Odd3Piece）

Hiddy & Sattyと黒猫楽団

Usagiグループ

JAZZ LIVE（林三景 DOTCOOL）

10:00

10:45

11:20

12:25

13:15

13:45

14:00

14:50

15:25

16:00

16:35

17:10

17:45

18:20

駿府子ども瓦版屋＋竹千代くんの秘密

であぇ!!（Angelic♡Sugar）

青葉miuzic Entertainmentステージ

駿府まつり塾

夜桜乱舞デモ（SYD）

ストリート・バスケ

ゆるキャラ大集合！

テレビ静岡　スペシャルステージ

LIVE（Tommy：静岡出身アーティスト）

二胡 香港・張教室 静岡まつり親善演奏

若林みわとLIFE TIMEクインテット

LIVE（森一馬）　

シャバラバンド

S & GG

10:00

10:45

11:20

12:25

13:15

13:45

14:00

14:50

15:25

16:00

16:55

17:45

18:20

18:55

「
和
の
大
道
芸
」の

披
露
や
、か
ざ
ぐ
る

ま・コ
マ・
飾
り
結
び

の
体
験
が
出
来
ま

す
。（
か
ざ
ぐ
る
ま・

缶
コ
マ
の
販
売
も
あ

り
ま
す
）

4
月
3
日（
金
）13
時
〜
20
時
45
分

4
月
4
日（
土
）・
5
日（
日
）10
時
〜
20
時
45
分

子
ど
も
屋
台
処

22懐
か
し
の
駄
菓
子
、お
も
ち
ゃ
な
ど

に
も
出
会
え
る
か
も
！？

4
月
4
日（
土
）・
5
日（
日
）10
時
〜
17
時

駿
府 

葵
の
市

33盆
栽
や
雑
貨
な
ど
が
集
ま
り
ま
す
。

青
葉
会
場

駿
府
子
ど
も
瓦
版
屋

4
月
4
日（
土
）・
5
日（
日
）

青
葉
会
場

着
物
姿
の
子

ど
も
た
ち
が
、

静
岡
ま
つ
り

公
式
案
内
書

を
配
布
し
ま

す
。シ
ン・玉
川

座
ス
テ
ー
ジ
に

も
登
場
！

12345

体
験
エ
リ
ア

4
月
4
日（
土
）・5
日（
日
）10
時
〜
16
時

●
子
ど
も
縁
日

●
ミ
ニ
ロ
ボ
体
験
会

●
わ
く
わ
く
撮
影
会

駿
府
ま
つ
り
塾

ビ
ン
ゴ
や
カ
プ
セ
ル

ト
イ
、ミ
ニ・
ク
レ
ー

ン
ゲ
ー
ム
な
ど
、幼

児
や
小
学
生
か
ら

大
人
ま
で
楽
し
め
る

ゲ
ー
ム
が
楽
し
め
ま
す
。

景
品
協
力
：ホ
ビ
ー
推
進
協
議
会
静
岡

組
立
式
サ
ッ
カ
ー
ロ
ボ
ッ
ト「
ミ
ニ
ロ
ボ
」を
実

際
に
操
作
し
な
が
ら
、サ
ッ
カ
ー
ゲ
ー
ム
を

体
験
し
ま
せ
ん
か
？

協
力
：
I
A
I

地
元
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
人
気
コ
ス
プ
レ
イ

ヤ
ー
と
撮
影
が
出
来
ま
す
。

静
岡
ま
つ
り
の

思
い
出
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

4
月
4
日（
土
）・
5
日（
日
）10
時
〜
20
時

シ
ン
・
玉
川
座

55ア
イ
ド
ル
、ジ
ャ
ズ
、和
の
大
道
芸
ま
で
楽
し

め
る
ス
テ
ー
ジ
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

城
下
町
の

に
ぎ
わ
い
を

演
出
す
る

駿
府
ま
つ

り
塾
。練
習

で
鍛
え
た

「
和
の
大
道

芸
」を
お
楽

し
み
く
だ

さ
い
。

シン・玉川座  出演者シン・玉川座  出演者

日
が
暮
れ
て
来
た
ら
、鞠
型
竹
灯
ろ

う
と
竹
灯
ろ
う
が
お
出
迎
え
。幻
想

的
な
光
景
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※スケジュールは予告なく変更する場合が
　ありますのでご了承ください

11

33

鞠
型

竹
灯
ろ
う

鞠
型

竹
灯
ろ
う

竹
灯
ろ
う

竹
灯
ろ
う

4
月
3
日（
金
）13
時
〜
20
時
45
分

4
月
4
日（
土
）・
5
日（
日
）10
時
〜
20
時
45
分

お
だ
っ
く
い
屋
台
処

44お
腹
が
空
い
た
ら
様
々
な
飲
食
が
味
わ
え
る

こ
の
場
所
へ
。お
祭
り
気
分
が

盛
り
上
が
り
ま
す
。

花束花束

黒輔黒輔

遂に、
竹千代くんの
秘密が

明かされる…！？

？
？
？
？

？
？
？

青葉会場、
シン・玉川座
に集合！

司会： 山田 門努
竹千代くん

ファミリーマート

WC

呉
服
町
通
り

静
岡
市
役
所

両
替
町
通
り

青
葉
会
場
案
内

青葉ステージ 案内処

鞠型竹灯ろう

竹灯ろう
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静岡
浅間神社

東御門

駿府城公園

西門

南門

北門

中央体育館

静岡市民
文化会館

城内中学校

県社会福祉
会館

静大附属
中学校

静大附属
小学校

北
街
道

新静岡セノバ

日吉
町駅

つつ
じ
通
り

静岡鉄道
新静岡駅

松坂屋 ホテル
アソシア

静岡中央
郵便局

松坂屋

駿河屋

けやきプラザ

モディ

Den bill

葵タワー

静岡
PARCO

国道
1号

JR
東海
道線

静岡
鉄道
線

東海
道新
幹線

国道
1号

呉服町通り

御幸通り

両替町通り

昭和通り

静岡市役所
静岡庁舎

静岡県庁静岡
赤十字
病院

静岡伊勢丹

JR静岡駅

パルシェ
ASTY静岡
東館

ASTY静岡
西館

浮月楼

伝馬町小学校

新通小学校

本
通
り

北ワシントン
ホテル

静岡
銀行

駿府城会場

青葉会場

札の辻

拝謁の儀
駿府大演舞場
13：10～

県庁前
12：20

小梳神社
11：45 発

静岡駅
11：40

静岡中央署

青葉案内処

森下公園出発コース
※出発時間は変更になる場合がございます。

青
葉
公
園

静
岡
市

歴
史
博
物
館

11：00

森下公園
発

札の辻
12：00

城内中学校
12：30 着

【第二部】 鑑賞会（料亭でのお食事・踊り鑑賞・お座敷遊び）
日　時:４月４日（土）
場　所:浮月楼  3階「高砂の間」（静岡市葵区紺屋町11-1）　　
時　間:１７：００～１９：００
定　員:７０名（参加費：１０，０００円）※食事・飲物込み
申　込:申込み専用フォームより受付いたします➡

【第一部】 踊り披露（芸妓の踊り披露）
日　時:４月４日（土）
場　所:浅間神社 舞殿
　　　（静岡市葵区宮ヶ崎町102-1）
時　間:１０:３０～１１:００
申込み不要・参加無料

【申込みについて】
　※先着順で、定員になり次第締め切らせて
いただきます。

　※申込み締め切りは３月２５日（水）となり
ます。

　※申込み専用フォームより受付いたします。

振込先　参加費（第二部のみ）を３月２５日（水）までに以下の金融機関にお振込みください。
　　　　  静岡銀行 （0149）　清水支店 （141）　　普通　0833982
　　　　  清水銀行 （0151）　本店営業部 （251）　普通　2499876
　　　　  名義:静岡伝統芸能振興会　 会長　岸田裕之
口座名義はお間違えないようお願いします
※お振込みの場合、振込手数料はお客様にてご負担ください。
※入金後のキャンセルによる返金は致しかねますのでご了承ください。

●問合せ先　静岡伝統芸能振興会　
　　　　　　問合せ専用　電話:080-2634-3933
　　　　　　　　　　　　　　　 （平日９：００～１7：００）

江戸時代から伝承された芸妓を、伝統ある料亭・浮月楼を舞台に舞踊や音曲・鳴り物で静岡まつりに興を添えます。踊り披露では
浅間神社の舞殿を舞台に、鑑賞会では、料亭の料理と共に多くの方に芸妓文化をお楽しみいただけるように企画しました。静岡をどり

申込み専用
フォーム

※電話での申込みは受付しておりません。

※写真はイメージです。※写真はイメージです。

11時00分森下公園出発
森下公園　石田街道　
静岡駅コンコース　呉服町通り　駿府城公園

森下公園
出発コース

　葵使は1610年（慶長15年）、大御所徳川家康公の武運長
久を願い、京都上賀茂神社が神紋である「二葉葵」を駿府城
に献上したことが始まりです。「二葉葵」は徳川家の家紋であ
る「三つ葉葵」の由来と言われています。
　これ以降毎年、家康公薨去の後は、江戸の将軍家に献上さ
れ、大政奉還まで続きました。
　それから140年。平成19年に京都市民有志のご尽力により、
復活した「葵使」は、毎年、静岡にお越しくださっています。
　家康公が結んだ「葵」のご縁は、京都市民と静岡市民を
つなぎ、学習を通じた子どもたちの交流にも発展。「子ども
葵使」が象徴する両市の絆を、家康公もきっとお喜びのこ
とでしょう。

　朝鮮通信使は、断絶していた国交回復を願う、大御所家康
公の働きかけに応え朝鮮国王が日本に派遣した外交使節団
です。
　1607年（慶長12年）、江戸時代はじめての通信使が来日し
ました。駿府城で家康公と会い、大いに歓待を受けたと言われ
ています。通信使はこれを始まりに、その後12回両国を往復し、
国書を交換しました。
　平成29年、江戸期における日韓両国の世界史的にも稀な
隣国同士の友好関係の象徴で
ある「朝鮮通信使に関する記録」
は、ユネスコの「世界の記憶」に
登録されました。

日頃の練習の成果を披露する音楽パレード、
静岡まつりを華やかに盛り上げます。

4月4日（土） 14:05スタート
4月5日（日） 14:10スタート

スタート位置は　御幸通り・静岡市役所本館前

・参加団体は予告なく変更される場合がありますのでご了承ください。
※雨天の場合は中止

• RiKaマーチングアカデミー梨花幼稚園職員バンド
• 学校法人水元学園ひばり幼稚園・東新田ひばりこども園
• 静岡県立静岡商業高等学校音楽部
• 静岡市立清水桜が丘高等学校吹奏楽部
• 賤機ミュージッククラブ　• ボーイスカウト静岡第26団　
• シャイニングナイツマーチングバンド
• 静岡県警察音楽隊　 • 静岡市消防音楽隊　 • 自衛隊音楽隊

葵
使

朝
鮮
通
信
使

音楽パレード
駿
府
登
城
行
列

駿
府
登
城
行
列

工
夫
を
凝
ら
し
て
駿
府
城
公
園
を
目
指
し
て

登
城
い
た
し
ま
す
。

駿府登城行列コース

登
城
行
列
は
、大
御
所
様
主
催
の
花
見
に
招
か
れ
た
駿

府
の
町
民
が
、東
西
南
北
か
ら
大
御
所
様
へ
の
献
上
品

を
持
ち
、戦
国
武
将
、忍
者
、小
町
、町
人
、農
民
な
ど

思
い
思
い
の
時
代
衣
装
で
駿
府
城（
駿
府
城
公
園
）へ
威

風
堂
々
と
大
行
進
す
る
市
民
参
加
型
の
行
列
で
す
。

朝鮮通信使・葵使歓迎式 4月4日（土）14時～14時30分
駿府大演舞場

出演団体

4
月
4
日
（
土
）
※
雨
天
時
は
4
月
5
日（
日
）
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浅間神社

東御門

駿府城公園
西門

南門

北門

中央体育館

静岡市民文化会館

城内
中学校

県社会福祉会館

静大附属
中学校

静大附属
小学校

北
街
道

新静岡セノバ

静岡鉄道
新静岡駅

松坂屋

静岡中央
郵便局

松坂屋

けやきプラザ

モディ
駿河屋

Den
bill

葵タワー

静岡
PARCO

国道
1号

呉服町通り

御幸通り

両替町通り

昭和通り

青
葉
公
園

静岡県庁静岡
赤十字
病院

静岡伊勢丹

JR静岡駅

浮月楼

本
通
り

ココホテル

静岡
銀行

追手町会場

駿府城会場

青葉会場

車椅子
観覧ゾーン

観覧席
静岡市役所 
静岡庁舎

札の辻

静岡中央署

青葉案内処

本陣案内処

出  発
14:15
15:15

到  着
16:00
16:15

札の辻
14:40
15:35

浅間神社
15:00到着
15:40出発

市役所前
15:55
16:05

青葉公園
14:30
15:25

日赤前
15:55

静
岡
市

歴
史
博
物
館

大御所花見行列コース

少年武者鼓笛隊

錦の御旗
供先侍（旗本）
毛槍衆
竹千代
今川義元
寿桂尼
太原雪斎
旗本
先奉行
行列奉行
尾張候
紀州候
水戸候

金地院崇伝
後詰奉行

大久保彦左衛門
大久保付腰元
一 心 太 助
大名
近習

小町宰領
駿河小町
お囃子
四天王Ａ
小姓

大御所（家康公）
太刀持ち小姓
四天王B

太鼓衆
大名

奥役人（旗本）
中ろう
上ろう
御台所
腰元
旗本

花車
馬

馬
馬
馬
馬
馬
馬
馬

たらい

花車

花車

牛車

牛車

※市役所前を通過する際は、上記順番が入れ替わります
　（大御所の牛車が最後尾となります）

※時刻は先頭の通過予定時刻です。

4月4日㊏行列コース
4月5日㊐行列コース

4月4日㊏の
通過予定時刻

通過場所
市役所前
15:55
16:05

4月5日㊐の
通過予定時刻

大
演
舞
場
で
、大
御
所
・
御
台
所
・
上
臈
が
行
列
へ
の
意

気
込
み
を
語
り
、行
列
出
発
の
号
令
を
か
け
ま
す
。

 
家
康
公
ゆ
か
り
の
静
岡
の
ま
ち
に
、駿

河
総
合
高
校
和
太
鼓
部
が
力
強
い
太
鼓

の
音
色
を
響
か
せ
ま
す
。演
奏
者
と
観

客
の
み
な
さ
ま
の
心
が
ひ
と
つ
に
な
り
、自
然
と
笑
顔
が

あ
ふ
れ
出
す「
共
鳴
」の
ひ
と
と
き
を
お
届
け
し
ま
す
。

若
さ
溢
れ
る
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

幼
少
の
頃
の
竹
千
代
と
大
御
所
時
代

の
家
康
公
が
、駿
府
城
内
に
咲
く
桜
へ

の
思
い
を
語
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
交
え

な
が
ら
、東
御
門
が
厳
か
に
開
門
さ
れ

ま
す
。大
御
所
様
の
号
令
に
よ
り
大
御

所
花
見
行
列
が
出
発
し
ま
す
。

「
家
康
の
ま
ち
で
笑
顔
響
く
和
太
鼓
」

◆
大
御
所
役（
勝
俣
州
和
）

◆
東
御
門

出
発
式

浅
間
神
社
は
家
康
公
の
深
い
崇
敬
を
う
け
た
駿
河
国
の

総
社
。静
岡
の
町
の
基
と
な
っ
た
場
所
で
す
。

大
御
所
様
が
家
臣
と
共
に
浅
間
神
社
を
訪
れ
、参
拝
す

る
姿
は
、当
時
を
偲
ば
せ
る
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
す
。

◆
大
御
所
役（
袴
田
吉
彦
）

街
頭
ア
ト
ラ
ク
シ
ョン

浅
間
神
社
参
拝

開
門
式

14:20
5日

日

15:15
5日

日

14:15
4日

土

15:30
4日

土

「大御所」役

家
康
に
ゆ
か
り
の
あ
る
面
々
が
時
代
を
超
え
て
集
ま
り
、大
御
所
様
の
号
令
で
御
台
所
や
大
名
を
引

き
連
れ
て
駿
府
城
下
を
練
り
歩
き
ま
す
。所
々
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
列
を
盛
り

上
げ
ま
す
。価
値
あ
る
装
束
を
身
に
ま
と
っ
た
参
加
者
に
よ
る
豪
華
絢
爛
な
時
代
絵
巻
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。数
百
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
花
見
行
列
の
構
成
は
左
記
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

4日
土

「大御所」役 5日
日

16:35
5日

日

16:20
4日

土

雨
天
等
に
よ
り
、行
列
中
止
の
場
合

静
岡
市
役
所
新
館 

1
階
ロ
ビ
ー 

14
時
・
14
時
45
分 

２
回
実
施

大
御
所
お
披
露
目
会

保
白 

更
桜

ほ
し
ろ

さ
ら
さ

「
上
臈
」役

藤
間
勘
松
音

か
ん
し
ょ
う
ね

ふ
じ
ま

「
上
臈
」役

「御台所」役

青柳 汐音
あおやぎ しおん

勝俣  州和
かつまた

はかまだ

くにかず

袴田  吉彦
よしひこ

大
御
所
花
見
行
列

大
御
所
花
見
行
列
4
月
4
日（
土
）

4
月
5
日（
日
）

進行方向
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東御門

南門

城内
中学校 静大附属

小学校

北街道
新静岡
セノバ

静岡鉄道
新静岡駅

松坂屋
松坂屋

けやき
プラザ

モディ

駿河屋

Den
bill

呉
服
町
通
り

両
替
町
通
り

青葉公園

静岡県庁

静岡市
歴史博物館

静岡
赤十字
病院

静岡伊勢丹

本通り

ココホテル

静岡
銀行

追手町会場

青葉会場

観覧席

静岡市役所 
静岡庁舎

札の辻

静岡中央署

青葉案内処

追手町会場
中央署～中町まで緊急車輌エリア
ですので横断はしないでください。

葵タワー

静岡
PARCO

御
幸
通
り

御
幸
通
り

車椅子
観覧ゾーン

受付
●

竹千代連
受付はこちら

4月5日日
会場

な
お
、平
成
ち
ゃっ
き
り
節
、さ
く
ら
’96

を
、全
員
で
日
本
舞
踊
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
踊

る
時
間
帯
を
設
け
ま
す
。

※
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
バ
ー
ジ
ョン
を
踊
る
こ
と

が
で
き
る
時
間
も
設
け
ま
す
。

「
さ
く
ら
色
の
何
か
」を
身
に
付
け
て
ご

参
加
下
さ
い
。会
場
を
桜
色
に
染
め
ま

し
ょ
う
！

曲
目
：
全
5
曲（
平
成
ち
ゃ
っ
き
り
節
、

さ
く
ら
’96
、竹
千
代
殿
ど
ん
、

S
A
K
U
R
A D

oo-W
ap

、

踊
忘 

O
D
O
V
O
）

振
付
：「
日
本
舞
踊
バ
ー
ジ
ョ
ン
」と

「
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
バ
ー
ジ
ョ
ン
」い
ず
れ
か

曲
目
：
３
曲（
平
成
ち
ゃ
っ
き
り
節
、

さ
く
ら
’96
、竹
千
代
殿
ど
ん
）

振
付
：「
日
本
舞
踊
バ
ー
ジ
ョ
ン（
※
）」

民
謡「
ち
ゃっ
き
り
節
」を
現
代
風
に

ア
レ
ン
ジ
。「
ち
ゃっ
き
り 

ち
ゃっ
き
り 

ち
ゃっ
き
り
な
」の
掛
け
声
と
と
も
に

し
な
や
か
に
踊
り
ま
す
。

4
月
4
日（
土
）17
時
〜
19
時
50
分

場
所 

追
手
町
会
場

（
江
川
町
交
差
点
〜
中
町
交
差
点
）

4
月
5
日（
日
）14
時
20
分
〜
15
時
50
分

場
所 

追
手
町
会
場

（
玄
南
通
り
〜
中
央
署
前
交
差
点
）

総
踊
り

総踊り総踊り城下さくら踊り城下さくら踊り

城
下
さ
く
ら
踊
り

夜桜乱舞エリア
夜桜乱舞会場

車椅子観覧ゾーン

観覧席

受付場所

4月4日（土） 16時～
4月5日（日） 13時～

5歳以下の子ども無料

総踊りまたは城下さくら踊りに当日参加したい
方は受付テントまでお越しください。おひとり
様からOKです。（ただし子どもは保護者同伴）

竹千代連で
飛び入り参加をしよう！

受 付

参加料 一人 一日  300円
（税込）

夜
桜
乱
舞

夜
桜
乱
舞

追
手
町

会
場

静岡浅間神社の
廿日会祭と稚児舞楽
　静岡浅間神社は、古くから朝廷や幕府、武将や庶民などの信
仰があつく、殊に室町時代から江戸時代にかけては、今川・武
田・豊臣・徳川家などの諸公から大変厚い尊崇を受けました。
　その静岡浅間神社の例大祭「廿日会祭」は、静岡に春を告げ
る祭典で、毎年4月１日から５日までの５日間開催されます。
　稚児の舞楽を奉奏することから、かつては「舞楽会」とも言わ
れていました。舞楽が奏される起源は、徳川家康公が駿府城在
城の時、「建穂寺」の観音会に参拝した折に、稚児等の奏した舞
が家康公のお気に召し、この舞を浅間神社の旧暦二月廿日の
「お会式」に奉納して、天下泰平・五穀豊穣を祈願したことによる
と伝えられています。
　現在稚児舞楽では「振鉾」「納曽利」「安摩」「還城楽」「太平
楽」が奏されます。
　時代を越えて受け継がれている稚児舞。令和４年３月に稚児
舞楽が、重要無形民俗文化財に指定されました。
　今年は、４月5日（日）１５時３０分から奉納されます。

静岡浅間神社

夜
桜
乱
舞 

曲
紹
介

平
成
ち
ゃ
っ
き
り
節

民
謡「
さ
く
ら
さ
く
ら
」を
現
代
風

に
ア
レ
ン
ジ
。桜
の
花
び
ら
が
美
し
く

舞
い
散
る
様
子
を
振
付
に
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。

さ
く
ら
’96

徳
川
家
康
公
が
幼
少
の
頃
、こ
こ
駿

府
に
お
い
て
勉
強
を
積
み
重
ね
、ど

ん
ど
ん
出
世
し
て
江
戸
時
代
を
拓
い

て
いっ
た
様
を
思
い
描
い
た
曲
で
す
。

竹
千
代
殿
ど
ん

ど
ん

ど
ん

ど
ん

ド
ゥ
ー

お
ど
ぼ
う

サ

ク

ラ

ワ
ッ
プ

ド
ゥ
ー

サ

ク

ラ

ワ
ッ
プ

時
代
調
の
ま
つ
り
に
ふ
さ
わ
し
い
太

鼓
や
三
味
線
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

「
ブ
ギ
」と
い
う
陽
気
で
ノ
リ
の
良
い

リ
ズ
ム
を
基
調
に
し
た
曲
で
す
。

S
A
K
U
R
A D

oo-W
ap

や
や
ゆ
っ
た
り
と
し
た
R
＆
B（
リ
ズ

ム・ア
ン
ド・ブ
ル
ー
ス
）調
の
曲
で
、

歌
詞
に
英
語
を
取
り
入
れ
た
現
代

調
の
オ
シ
ャ
レ
な
曲
で
す
。

踊
忘 

O
D
O
V
O

みんなで
一緒に
踊ろう！

夜
桜
乱
舞
は
、第
40
回（
1
9
9
6
年
）か
ら「
市
民
が
参
加
す
る
」ま
つ
り
へ
大
き
く
変
わ
る
こ

と
を
機
に
、一層
の
市
民
参
加
を
促
す
た
め
考
案
さ
れ
、誕
生
し
ま
し
た
。

大
御
所・徳
川
家
康
が
開
い
た
花
見
の
宴
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、駿
府
城
下
の
町
衆
が
踊
る
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、静
岡
市
役
所
前
の
大
通
り
に
多
く
の
市
民
が
集
い
ま
す
。手
に
は
ち
ゃっ

き
り
鳴
子
を
携
え
、元
気
な
掛
け
声
と
と
も
に
楽
し
く
踊
り
、静
岡
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

夜
桜
を
背
景
に
踊
る「
総
踊
り（
土
曜
日
開
催
）」と
、『
よ
り
多
く
の
方
に
夜
桜
乱
舞
を
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
』と
い
う
想
い
を
込
め
て
第
61
回（
2
0
1
7
年
）か
ら
始
め
た「
城
下
さ
く
ら
踊

り（
日
曜
日
開
催
）」の
２
つ
の
踊
り
が
あ
り
ま
す
。

振
付
は「
日
本
舞
踊
バ
ー
ジ
ョ
ン
」と「
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
バ
ー
ジ
ョ
ン
」に
分
か
れ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
、一
部
の
曲（
平
成
ち
ゃ
っ
き
り
節
、さ
く
ら
’96
）に

「
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
バ
ー
ジ
ョ
ン
」と「
ス
ロ
ー
テ
ン
ポ
バ
ー
ジ
ョ
ン
」の
振
付
が
あ
り
ま
す
。

18 17



9:00

9:30

10:00

10:15

11:00

11:20

12:00

13:20

14:00

14:30

14:50

15:20

16:00

（神武車・咲耶車）安西当番踟

本年の踟勢ぞろい

4日（土） 14時30分頃  市役所前  5台
街中を巡行した各山車があつまり、賑々しく、木遣り・お囃子・
面踊り・婦人連、小若衆による地踊りが披露されます。

3日月 金4

山
車
と
は
、杉
を
立
て
て
神
を
招
く
目
印「
い
だ
し
」を
語
源
と
す
る
と
い
わ
れ
、杉
の
ほ
か
松
や
鉾
、人
形
な
ど
を
据

え
て
車
輪
を
備
え
装
飾
を
施
す
と
と
も
に
、神
楽
の
代
わ
り
と
し
て
囃
子
を
奏
で
、市
中
を
巡
行
し
て
安
寧
を
願
う

も
の
で
す
。山
車
の
起
源
は
京
都
祇
園
祭
の
山
鉾
に
あ
る
と
さ
れ
、全
国
各
地
に
様
々
な
形
態
を
見
る
に
至
り
ま
し
た
。

駿
府
の
山
車
は
江
戸
よ
り
伝
わ
っ
た
江
戸
型
山
車
で
あ
り
、一
本
柱
に
据
え
ら
れ
た
人
形
は
神
の
依
代
で
あ
っ
て
神
体

で
も
あ
り
ま
す
。神
体
を
乗
せ
た
山
車
は
社
殿
と
も
言
え
、神
聖
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
年
は
4
月
3
日
・
4
日
・
5
日
の
3
日
間
、本
部
踟
、伝
馬
町
踟
、安
西
当
番
踟
に
よ
り
、山
車
が
曳
行
さ
れ
ま
す
。

山
車
と
は
、杉
を
立
て
て
神
を
招
く
目
印「
い
だ
し
」を
語
源
と
す
る
と
い
わ
れ
、杉
の
ほ
か
松
や
鉾
、人
形
な
ど
を
据

え
て
車
輪
を
備
え
装
飾
を
施
す
と
と
も
に
、神
楽
の
代
わ
り
と
し
て
囃
子
を
奏
で
、市
中
を
巡
行
し
て
安
寧
を
願
う

も
の
で
す
。山
車
の
起
源
は
京
都
祇
園
祭
の
山
鉾
に
あ
る
と
さ
れ
、全
国
各
地
に
様
々
な
形
態
を
見
る
に
至
り
ま
し
た
。

駿
府
の
山
車
は
江
戸
よ
り
伝
わ
っ
た
江
戸
型
山
車
で
あ
り
、一
本
柱
に
据
え
ら
れ
た
人
形
は
神
の
依
代
で
あ
っ
て
神
体

で
も
あ
り
ま
す
。神
体
を
乗
せ
た
山
車
は
社
殿
と
も
言
え
、神
聖
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
年
は
4
月
3
日
・
4
日
・
5
日
の
3
日
間
、本
部
踟
、伝
馬
町
踟
、安
西
当
番
踟
に
よ
り
、山
車
が
曳
行
さ
れ
ま
す
。

浅間神社出発
浅間町一丁目
長谷通り
東草深町

安東一丁目（地踊り）
城東町

水落町
横内町
北街道
東鷹匠町

鷹匠公園(会所)
鷹匠三丁目
鷹匠二丁目

鷹匠一丁目
鷹匠第2踏切渡る
伝馬町通り

御幸町
紺屋町
昭和町
常磐町二丁目

常盤公園(昼食)
青葉シンボルロード

呉服町二丁目（地踊り）
紺屋町

両替町二丁目
七間町
両替町一丁目
本通一丁目

研屋町
金座町
車町

八千代町
安西一丁目
安倍町

宮ヶ崎町(会所)
浅間神社帰着
山車納庫

4日月 土4
浅間神社出発
宮ヶ崎町
安倍町
安西一丁目
安西二丁目

安西三丁目
安西四丁目
新富町一丁目

番町小(会所)
新富町二丁目
新富町三丁目
田町二丁目

田町三丁目
田町四丁目
新富町四丁目
新富町五丁目
幸町
本通七丁目

ラペック(会所)
新通一丁目
新通二丁目
駒形通り五丁目

地震防災センター（昼食）
清閑町
駒形通り四丁目

桜木町
吉野町
川辺町一丁目
川辺町二丁目
常磐町三丁目

常盤公園
青葉シンボルロード
呉服町二丁目

市役所横到着待機
市役所前入場
市役所前勢揃い
市役所前勢揃い終了
山車移動
呉服町二丁目

札の辻
両替町一丁目
本通一丁目

研屋町
金座町
車町

馬場町
宮ヶ崎町
浅間神社帰着
山車納庫

9:00

9:30

9:55

10:40

11:00

11:40

13:15
　

13:35

14:00

14:20
14:30
15:30
15:40

16:00

16:20

16:40

17:00

浅間神社出発
宮ヶ崎町

片羽町（会所）
材木町
水道町

若松町（会所）

厚生苑前（地踊り）
北番町

安西二丁目
安西三丁目
安西四丁目

安西五丁目
田町一丁目
田町二丁目
田町三丁目

田町公園（昼食）
田町四丁目
新富町四丁目
新富町五丁目
幸町

本通七丁目
新通一丁目
双葉町
駒形通り三丁目

駒形通り二丁目
駒形通り一丁目
駿河町
常磐町三丁目

常盤公園
青葉シンボルロード
呉服町二丁目

市役所横到着待機
市役所前入場
市役所前勢揃い
市役所前勢揃い終了
山車移動
呉服町二丁目

札の辻
両替町一丁目
本通一丁目

研屋町
金座町
車町

馬場町
宮ヶ崎町
浅間神社帰着
(山車納庫)

8:40

8:55

9:30

10:00

10:30

10:50

11:30

12:50

13:15

13:30

13:55

14:20
14:30
15:30
15:35

15:55

16:15

16:35

16:55

5日月 日4
浅間神社出発
宮ヶ崎町

八千代町
土太夫町
葵町
住吉町二丁目

一番町(会所)
二番町
三番町
四番町

大鋸町
本通五丁目
新通一丁目
駒形通一丁目
駿河町

常磐公園
常磐町二丁目
別雷神社出発
(古式稚児行列)
七間町
両替町二丁目

呉服町二丁目
呉服町一丁目

中町
浅間通り
宮ヶ崎町
浅間神社帰着
(駿府踟勢揃い)
山車納庫

9:00

9:15

9:35

10:20

　

10:35

10:45

11:05

11:25

12:00

3日月 金4 4日月 土4
9:30

10:05

10:30

11:30

12:00

13:40

13:50

14:20

14:30
15:30
15:50

16:15

5日月 日4
9:30

10:00

10:30

10:45

11:05

11:25

12:00

（稲荷車・木花車）本部踟 コース コース コース（暫車）伝馬町踟

山車山車山車
だ 　　しだ 　　しだ 　　し

踟踟踟
ね りね りね りととと

3日月 金4
9:00

9:40

10:45

11:15

12:45

13:10

13:30

14:10

14:30

浅間神社出発
宮ケ崎町
片羽町
材木町

井宮町（会所）
水道町
若松町

神明町
材木町
末広町

末広中（昼食）
片羽町
末広町

北番町
安西二丁目
柚木町
土太夫町
上桶屋町
茶町二丁目

茶町一丁目
金座町
車町

八千代町（会所）
安西一丁目

安倍町
宮ケ崎町
浅間神社帰着
山車納庫

8:40

8:55

9:15

9:45

　
10:10

10:45

11:05

11:25

12:00

浅間神社出発
宮ヶ崎町

八千代町
土太夫町
葵町
住吉町二丁目

一番町
二番町
三番町
四番町

大鋸町
本通五丁目
新通一丁目
駒形通一丁目
駿河町
常磐公園（会所）
常磐町二丁目
別雷神社出発
(古式稚児行列)
七間町
両替町二丁目

呉服町二丁目
呉服町一丁目

中町
浅間通り
宮ヶ崎町
浅間神社帰着
(駿府踟勢揃い)
山車納庫

伝馬公園出発
伝馬町通り
横田町一区
横田町二区
横田町三区

春日町第1踏切渡る
春日一丁目
春日保育園
春日二丁目

春日マンション（会所）
春日二丁目
春日一丁目

きよみずさん通り
音羽町
東鷹匠町

鷹匠公園(昼食)
鷹匠三丁目
鷹匠二丁目
中堀り

東御門通過

しずおか焼津信金裏待機

市役所前入場
市役所前勢揃い
市役所前勢揃い終了
山車移動
江川町
伝馬町通り
伝馬公園帰着
山車据置

伝馬公園出発
伝馬町通り
御幸町

紺屋町
両替町二丁目
常磐町一丁目

常磐町二丁目
別雷神社出発
(古式稚児行列)
七間町
両替町二丁目

呉服町二丁目
呉服町一丁目

中町
浅間通り
宮ヶ崎町
浅間神社帰着
(駿府踟勢揃い)
山車納庫

10:00

10:30

11:00

11:40

12:10

13:40

14:30

15:00

15:45

浅間神社出発
宮ケ崎町
浅間通り
馬場町

車町
金座町
呉服町一丁目

青葉イベント広場
呉服町通り

紺屋町
御幸町
けやき通り
伝馬町通り

伝馬公園（昼食）
栄町
日出町

東町
横田町三区
横田町二区
横田町一区

相生町一区
相生町第1踏切渡る
相生町二区
鷹匠二丁目

大成中・高校前
秀英予備校左折
鷹匠一丁目
鷹匠第2踏切渡る
静銀伝馬町支店前
伝馬公園帰着
山車据置

4日月 土4 5日月 日4

当日の天候により時間・ルートが変更される場合があります。
駿府踟振興会ホームページを確認下さい。

http://o-neri.jp/

踟
（
山
車
曳
行
）
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

⇒

⇒
⇒
⇒

⇒

⇒
⇒

⇒
⇒
⇒

⇒
⇒
⇒
⇒

⇒
⇒
⇒
⇒
⇒

⇒
⇒
⇒
⇒

⇒
⇒
⇒
⇒

⇒
⇒
⇒

⇒

⇒

⇒
⇒
⇒

⇒
⇒
⇒

⇒
⇒

⇒
⇒
⇒
⇒

⇒
⇒
⇒

⇒
⇒
⇒
⇒

⇒
⇒
⇒
⇒
⇒
⇒

⇒
⇒
⇒
⇒

⇒
⇒
⇒

⇒
⇒
⇒
⇒
⇒

⇒
⇒
⇒

⇒

⇒

⇒
⇒
⇒

⇒
⇒
⇒

⇒
⇒

⇒
⇒
⇒

⇒
⇒

⇒
⇒
⇒
⇒

⇒
⇒
⇒

⇒
⇒
⇒

⇒
⇒
⇒
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︒ 協賛一覧 私たちは「第70回」 静岡まつりに

協賛しています。

静岡まつり実行委員会

静岡まつり実行委員会事務局 静岡市葵区追手町45-9 静岡追手町ビル4F  TEL.054-221-0182

静岡市

静岡市自治会連合会
静岡商工会議所
サッポロビール株式会社

特別協賛

共催

お問い合わせ

金融機関協賛

手筒花火協賛
㈱静玉屋、村田ボーリング技研㈱

静岡銀行、静岡市農業協同組合、静清信用金庫

㈲RS寺田、㈱アイエイアイ、㈲I・Kプランニング、㈱アイ・テック、あいネットグループ、アイワグループ、㈱青山工務店、アクサ生命保険
㈱ 静岡支社、旭産業㈱、アスティ静岡、㈱天野回漕店、㈲飯塚印刷、㈱市川園、市川土木㈱、㈱伊伝、㈱稲葉商店、稲森パーキン
グ、イハラ建成工業㈱、㈱入船鮨本店、㈱ヴィノスやまざき、㈱宇式通信システム、㈱ウッディジョー、海ぼうずグループ、ＳＭＢＣ日興証
券㈱ 静岡支店、エス・エルワールド㈱、ＮＴＴ西日本㈱ 静岡支店、㈱エヌ･ビー中根屋、遠藤科学㈱、㈱大村洋品店、オフィスＫＯＥ、お
べんとうの竹酔、㈱小柳津清一商店・雅正庵、学生服のやまだ、河辺商事㈱、木内建設㈱、起立木工㈱、久保田建装㈱、㈱小糸製
作所、㈱上坂、河野法律事務所、㈱小山園茶舗、コロナ工業㈱、㈱近藤リース、サームヘイト、㈱薩川組、ＴＨＥ庭や工房 静岡店、三
興商事㈱、㈱サンタモンコーポレーション、㈱静岡朝日テレビ、静岡駅ビル パルシェ、静岡ガスグループ、㈱静岡銀行、(一財)静岡経済
研究所、(一社)静岡建設業協会、(一財)静岡県建築住宅まちづくりセンター、(公社）静岡県宅地建物取引業協会、(商振)静岡紺屋
町名店街、㈱静岡コピーセンター、(商振)静岡呉服町名店街、静岡市水産物商業協同組合、静岡市農業協同組合、静岡商工会議
所、静岡新聞社・静岡放送、静岡青果物商業協同組合、静岡浅間通り商店街(振)、㈱静岡第一テレビ、㈱静岡中央銀行 静岡支
店、静岡鉄道㈱、静岡東海証券㈱、静岡トヨタ自動車㈱、静岡のぞみ法律特許事務所、㈱静岡博報堂、静岡ビル保善㈱、しずおか焼
津信用金庫、㈱静岡リビング新聞社、協同組合静岡流通センター、静銀ティーエム証券㈱、静鉄建設㈱、㈱静鉄ストア、静鉄タクシー
㈱、シズデングループ、(商振)七間町名店街、司法書士下田代博之事務所、清水エル・エヌ・ジー㈱、㈱清水銀行、清水倉庫㈱、㈱シャ
ンソン化粧品、祥雲 figurative arts㈲、新生自動車販売㈱、㈱鈴木塗装工務店、鈴与㈱、鈴与商事㈱、スター精密㈱、スルガ銀行㈱ 
静岡支店、㈱駿河屋、㈱駿府楽市、㈱清港ドック、せいさ工材㈱、静清信用金庫、清和海運㈱、㈲関川商会、第一建設㈱、大日三協
㈱、㈱大丸松坂屋百貨店 松坂屋静岡店、大和証券㈱ 静岡支店、大和製罐㈱ 清水工場、㈱タカラ･エムシー、瀧重機土木㈱、田中
産商㈱、タナカ石材㈱、㈱田丸屋本店、㈱タミヤ、中央静岡ヤクルト販売㈱、中央精工㈱、㈱中央防犯、中部機電サービス㈱、中部電
力パワーグリッド㈱ 静岡支社、㈱ＤＲマネジメント・第一倉庫㈱、㈱テレビ静岡、㈱電通東日本 静岡支社、ＴＯＫＡＩグループ、東海軒㈱、
東海木材㈱、東光ガード㈱、㈱トミヤコーヒー、㈱巴川コーポレーション、トヨタエルアンドエフ静岡㈱、トヨタカローラ静岡㈱、トヨタユナ
イテッド静岡㈱、とろろ汁の丁子屋、㈱中島屋ホテルズ、永田部品製造㈱、ナガハシ印刷㈱、㈱なすび、夏目電気工業㈱、日進電機
㈱、日東富士製粉㈱ 静岡工場、日本軽金属㈱ 清水工場、日本平ホテル、日本通運㈱ 静岡支店、㈱ノダ 清水事業所、野村證券㈱ 
静岡支店、はごろもフーズ㈱、㈱長谷川電機、㈱濵村屋、企業組合 針谷建築事務所、㈱ピーエーシー、㈱ヒノデ・オートバックス、平井
工業㈱、Fortune.藤田㈱、㈲福島印刷、㈱福島製材所、㈱浮月、不二化成品㈱、藤田電気㈱、司法書士法人フジワラ、㈱フタバコー
ケン、㈱古川組、㈱フローラ４５小林岩夫生花店、平和みらい㈱、ホテルアソシア静岡、ホテルグランヒルズ静岡、㈱松岡カッター製作
所、松崎化成㈱、㈱松永畳店、松林工業薬品㈱、丸山販売㈱、㈱水上屋、みずほ証券㈱ 静岡支店、三井化学エムシー㈱、三井住友
海上火災保険㈱ 静岡支店、三井住友建設㈱ 静岡支店、三井住友信託銀行 静岡支店、㈱三菱ＵＦＪ銀行 静岡支店、宮澤電池産
業㈱、㈱村上開明堂、㈱望月商事、矢崎化工㈱、ヤマキ㈱、㈱やまだいち、ヤマダユニア㈱、㈱友成機工、㈱ユピテル、理研軽金属工
業㈱、菱和設備㈱、医療法人社団リラ 溝口病院、レンゴー㈱ 清水工場、和信化学工業㈱

看板協賛
しずおか焼津信用金庫、静清信用金庫、㈱市川園

一般協賛

主催

広告協賛
㈱駿河屋、㈱江﨑新聞店、コンコルドグループ、静岡放送㈱、日本たばこ産業㈱静岡支社、三菱電機㈱、㈱謄文堂、大道芸ワールド
カップ実行委員会

イベント協賛
遠藤科学㈱、茶道裏千家淡交会静岡支部、㈱サンコーレンタリース、静岡市東海道広重美術館、静岡市ホテル旅館協同組合、静岡
電機工業協同組合、静岡特産工業協会、㈱静岡パブリック・リレイション、日本茶業中央会、フェルケール博物館、御幸町町内会・御
幸町発展会、静岡鉄道㈱、㈱望月商事、㈱近藤リース、食鮮館タイヨー、㈱テレビ静岡、静岡放送㈱、静岡県家具工業組合
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